
 

 

 

 

 

 

 

 

学習発表会を通した子どもの成長   校長 西 山 誠 一 

  

 

［教育目標］ 
○強い心とからだを持ったたくましい子ども 
○やさしい心を持った明るい子ども 
○かしこくて先を見つめられる子ども 
○自分から進んでやれる子ども 

 

HP 更新中 

さ い 
わ い 

10 月 1８日の学習発表会には、保護者・地域の皆様に多数ご

来校いただき、心より感謝申し上げます。 

学習発表会までの練習期間は約３週間でした。バラバラだっ

た動きがしだいに一つになっていく。おぼつかない歌声が心打

つハーモニーになっていく。プロジェクタで見せる発表物が整

っていく。子どもと教員が一緒になって創り上げていくこの期

間は、とても創造的なものでした。 

こうして、一般公開日を迎えました。普段の様子からはあまり

見られない、大きな声で堂々と発表する子がいました。一方で、

緊張を解きほぐすために深呼吸をして勇気を出している子もい

ました。それぞれの子どもに、発表の様子だけでは見えないドラ

マがありました。 

子どもたちは、児童会で決めた「みんなで協力して 最高の思

い出をつくろう」のテーマを胸に、練習の成果を十分に発揮して

いました。精一杯の気持ちを込めて自分のセリフを伝え、合唱す

る子どもたち、そして、裏方で係の仕事にしっかりと取り組む子

どもたちの姿をご覧いただけたことと思います。 

学習発表会を終えた今、どの学年の子どもたちからも、学習や

生活に臨む姿に意欲や自信が見られ、成長を感じているところ

です。 

 

外を見ると、濃緑だった木々が、様々な色に変化しつつありま

す。子どもたちも、学習発表会を通して自分のカラー（個性）が

一層色づいてきたように思います。 

紅葉は、気温の寒暖差が大きくなると色づきが進むと言われ

ます。学校でも、「温かさ（児童への愛情、声かけ、賞賛等）」

と「厳しさ（ダメなことはダメという毅然とした指導）」の両面

を、適切なタイミングで出し入れしながら、子どもに寄り添い、

教え育てていきます。 

子どもたちがそれぞれの多様な「色」を輝き放つためには、学

校と保護者・地域が一体となって見守ることが必要となります。

今後とも引き続き、ご理解とご協力をよろしくお願いいたしま

す。 

「大きなかぶ ほか」 

「わっしょい」 

「かまぼこ工場見学の発表と音楽」 

「幸ミニ EXPO ～心と心を近づけよう～」 

「おはなしのくに 他」 

「カノン 他」 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 主な行事予定 給食 

１ 土   

２ 日   

３ 月 文化の日  

４ 火 全校朝会 〇 

５ 水  〇 

６ 木 B日課４時間、就学時健診 〇 

７ 金 特教協合同体育大会 〇 

８ 土 第１１回小樽音読カップ  

９ 日   

１０ 月 
B 日課、代表専門員会④、 

森ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ勤務日 
〇 

１１ 火 ５・６年ヤングケアラー講習会 〇 

１２ 水  〇 

１３ 木 B日課、幸小公開研究会 〇 

１４ 金 ３・６年 5時間授業  個人懇談予約開始 〇 

１５ 土   

１６ 日   

１７ 月 B 日課、森ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ勤務日 〇 

１８ 火  〇 

１９ 水 １・２年 人権教室 〇 

２０ 木 B 日課、1 年幼少連携交流授業 〇 

２１ 金 
ノー残業デイ（B 日課 4 時間） 

市 P 連教育功労者表彰・懇談会 
〇 

２２ 土   

２３ 日 勤労感謝の日  

２４ 月 振替休日  

２５ 火  〇 

２６ 水 3 年社会見学（警察署） 〇 

２７ 木 B 日課、代表専門員会⑤ 〇 

２８ 金  〇 

２９ 土   

３０ 日   

幸小 CS『防災教室』 
本校児童と保護者、教

職員、地域の方、民生児

童委員の方等、約５０名

のご参加をいただきま

した。 

ありがとうございま

した。 

今回の防災教室開催に当たっては、小樽市総務部

災害対策室、小樽市消防オタモイ支署、そして地元

消防団のご協力をいただきました。 

災害発生時の共助に関する講話を始め、ダンボー

ルベッド設置や AED 講習等の体験教室を通して、

子どもたちが友達や保護者と一緒に学びながら、防

災に向ける意識を高める機会とすることができま

した。 

防災教育はもちろん、地域との連携という観点か

らも意義のある取組でした。 

今後も学校運営協議会（CS：コミュニティーークーー

ル）の活動に、ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

家庭学習と読書のきっかけづくり 

 

 2学期の重点目標は「家庭学習の習慣化」と「読書

習慣の形成」であることは、前期学校評価の分析にお

いてもお知らせしたところです。 

 家庭で学習したり、読書をしたりする時間を確保

することが大切ですが、：「まったししない子を０にす

る」ことも同じし大切です。 

 児童アンケートでは、家庭学習を「まったししな

い」と回答した子が9.3%：（12人）、読書時間が「０

分」と回答した子が24%（３１人）いました。 

 学校では、１０月２８日から図書委員会の活動と

して『読書ポイントカード』を企画して取組を進めて

います。また、デジタルクキル向上の取組として、１

１月２１日から「T-1 グランプリ」と称してタイピ

ングのミンーールを行います。 

 いずれも、児童が家庭学習や読書に興味・関心を持

つきっかけづしりとしての取組です。こういったき

っかけから自分で行動を起こし、「頑張れた」「認め

られた」という達成感や成功体験を得ることが新し

いきっかけとなり、より主体的に学びに向かうこと

ができます。 

 ご家庭においても、学校

の取組時期と合わせて、勉

強や読書を「いつ」「どこで」

するかを話し合ったり、す

ぐに取りかかれるように学

習用具を一緒に整理したり

しながら、お子さんの学年

に応じて、意欲を高めるき

っかけづしりをしていただ

きますよう、お願いします。 

 

  

 

 

① 日課変更（行事予定の赤字）にご留意を！ 

１１月６日（木）、１３日（木）、１４日（金）

は行事等により、変則的な日課変更があります。 

 

② １２月個人面談の予約開始！ 

  １１月１４日から予約を受け付けます。 

 

以上２点について、それぞれの詳細を説明する文

書をィトルにて配信しますので、ご確認しださい。 

 


